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    第一章


    
      1神かみの御意みこころによりてイエス・キリストの使徒しととなれるパウロ及および兄弟きゃうだいテモテ、書ふみをコリントに在ある神かみの教會けうくわい、ならびにアカヤ全國ぜんこくに在ある凡すべての聖徒せいとに贈おくる。 2願ねがはくは我われらの父ちちなる神かみおよび主しゅイエス・キリストより賜たまふ恩惠めぐみと平安へいあんと汝なんぢらに在あらんことを。
    


    
      3讃ほむべき哉かな、われらの主しゅイエス・キリストの父ちちなる神かみ、即すなはちもろもろの慈悲じひの父ちち、一切すべての慰安なぐさめの神かみ、 4われらを凡すべての患難なやみのうちに慰なぐさめ、我等われらをして自みづから神かみに慰なぐさめらるる慰安なぐさめをもて、諸般もろもろの患難なやみに居をる者ものを慰なぐさむることを得えしめ給たまふ。 5そはキリストの苦難くるしみわれらに溢あふるる如ごとく、我われらの慰安なぐさめも亦またキリストによりて溢あふるればなり。 6我われら或あるひは患難なやみを受うくるも汝なんぢらの慰安なぐさめと救すくひとのため、或あるひは慰安なぐさめを受うくるも汝なんぢらの慰安なぐさめの爲ためにして、その慰安なぐさめは汝なんぢらの中うちに働はたらきて、我われらが受うくる如ごとき苦難くるしみを忍しのぶことを得えしむるなり。 7かくて汝なんぢらが苦難くるしみに與あづかるごとく、また慰安なぐさめにも與あづかることを知しれば、汝なんぢらに對たいする我われらの望のぞみは堅かたし。 8兄弟きゃうだいよ、我われらがアジヤにて遭あひし患難なやみを汝なんぢらの知しらざるを好このまず、すなはち壓あつせらるること甚はなはだしく、力ちから耐たへがたくして、生いくる望のぞみを失うしなひ、 9心こころのうちに死しを期きするに至いたれり。これ己おのれを頼たのまずして、死人しにんを甦よみがへらせ給たまふ神かみを頼たのまん爲ためなり。 10神かみは斯かかる死しより我われらを救すくひ給たまへり、また救すくひ給たまはん。我われらは後のちもなほ救すくひ給たまはんことを望のぞみて神かみを頼たのみ、 11汝なんぢらも我われらの爲ために祈いのりをもて助たすく。これ多おほくの人ひとの願望ねがひによりて賜たまはる恩惠めぐみを、多おほくの人ひとの感謝かんしゃするに至いたらん爲ためなり。
    


    
      12われら世よに在ありて殊ことに汝なんぢらに對たいし、神かみの清淨きよきと眞實しんじつとをもて、また肉にくの智慧ちゑによらず、神かみの恩惠めぐみによりて行おこなひし事ことは、我われらの良心りゃうしんの證あかしする所ところにして、我われらの誇ほこりなり。 13我われらの書かき贈おくることは、汝なんぢらの讀よむところ知しる所ところの他ほかならず。 14而しかして我われは汝なんぢ等らのうち或ある者ものの既すでに知しれる如ごとく、我われらの主しゅイエスの日ひに我われらが汝なんぢらの誇ほこり、なんぢらが我われらの誇ほこりたるを終をはりまで知しらんことを望のぞむ。
    


    
      15この確信かくしんをもて先まづ汝なんぢらに到いたり、再ふたたび益えきを得えさせ、 16かくて汝なんぢらを經へてマケドニアに往ゆき、マケドニアより更さらに復またなんぢらに到いたり、而しかして汝なんぢらに送おくられてユダヤに往ゆかんことを定さだめたり。 17かく定さだめたるは浮うきたる事ことならんや。わが定さだむるところ肉にくによりて定さだめ、然しかり然しかり、否いな々いなと言いふが如ごときこと有あらんや。 18神かみは眞實まことにて在いませば、我われらが汝なんぢらに對たいする言ことばも、然しかりまた否いなと言いふが如ごときにあらず。 19我われら即すなはちパウロ、シルワノ、テモテが汝なんぢらの中うちに傳つたへたる神かみの子こキリスト・イエスは、然しかりまた否いなと言いふが如ごとき者ものにあらず、然しかりと言いふことは彼かれによりて成なりたるなり。 20神かみの約束やくそくは多おほくありとも、然しかりと言いふことは彼かれによりて成なりたれば、彼かれによりてアァメンあり、我われら神かみに榮光えいくわうを歸きするに至いたる。 21汝なんぢらと共ともに我われらをキリストに堅かたくし、且かつわれらに膏あぶらを注そそぎ給たまひし者ものは神かみなり。 22神かみはまた我われらに印いんし、保證ほしょうとして御靈みたまを我われらの心こころに賜たまへり。
    


    
      23我われわが靈魂たましひを賭かけて神かみの證あかしを求もとむ、我わがコリントに往ゆくことの遲おそきは、汝なんぢらを寛ゆるうせん爲ためなり。 24されど我われらは汝なんぢらの信仰しんかうを掌つかさどる者ものにあらず、汝なんぢらの喜悦よろこびを助たすくる者ものなり、汝なんぢらは信仰しんかうによりて立たてばなり。
    

  


  


  
    第二章


    
      1われ再ふたたび憂うれひをもて汝なんぢらに到いたらじと自みづから定さだめたり。 2我われもし汝なんぢらを憂うれひしめば、我わが憂うれひしむる者もののほかに誰たれか我われを喜よろこばせんや。 3われ前さきに此この事ことを書かき贈おくりしは、我わが到いたらんとき、我われを喜よろこばすべきもの、反かへつて我われを憂うれひしむる事ことのなからん爲ためにして、汝なんぢらは皆みなわが喜悦よろこびを喜悦よろこびとするを信しんずるに因よりてなり。 4われ大おほいなる患難なやみと心こころの悲哀かなしみとにより、多おほくの涙なみだをもて汝なんぢらに書かき贈おくれり。これ汝なんぢらを憂うれひしめんとにあらず、我わが汝なんぢらに對たいする愛あいの溢あふるるばかりなるを知しらしめん爲ためなり。
    


    
      5もし憂うれひしむる人ひとあらば、我われを憂うれひしむるにあらず、幾許いくばくか汝なんぢら衆すべてを憂うれひしむるなり。（幾許いくばくかと云いへるは、われ激はげしく責せむるを好このまぬ故ゆゑなり） 6かかる人ひとの多數たすうの者ものより受うけたる懲罰こらしめは足たれり。 7されば汝なんぢら寧むしろ彼かれを恕ゆるし、かつ慰なぐさめよ、恐おそらくは其その人ひと、甚はなはだしき愁うれひに沈しづまん。 8この故ゆゑに我われなんぢらの愛あいを彼かれに顯あらはさんことを勸すすむ。 9前さきに書かき贈おくりしは、凡すべての事ことにつきて汝なんぢらが從順じゅうじゅんなりや否いなやをも試こころみ知しらん爲ためなり。 10なんぢら何事なにごとにても人ひとを恕ゆるさば、我われも亦またこれを恕ゆるさん、われ恕ゆるしたる事ことあらば、汝なんぢらの爲ためにキリストの前まへに恕ゆるしたるなり。 11これサタンに欺あざむかれざらん爲ためなり、我等われらはその詭謀はかりごとを知しらざるにあらず。
    


    
      12我われキリストの福音ふくいんの爲ためにトロアスに到いたり、主しゅわれに門もんを開ひらき給たまひたれど、 13我わが兄弟きゃうだいテトスに逢あはぬによりて心こころに平安やすきをえず、彼處かしこの者ものに別わかれを告つげてマケドニヤに往ゆけり。 14感謝かんしゃすべきかな、神かみは何時いつにてもキリストにより、我われらを執とらへて凱旋がいせんし、何處いづこにても我等われらによりてキリストを知しる知識ちしきの馨かをりをあらはし給たまふ。 15救すくはるる者ものにも亡ほろぶる者ものにも、我われらは神かみに對たいしてキリストの香かうばしき馨かをりなり。 16この人ひとには死しよりいづる馨かをりとなりて死しに至いたらしめ、かの人ひとには生命いのちより出いづる馨かをりとなりて生命いのちに至いたらしむ。誰たれか此この任にんに耐たへんや。 17我われらは多おほくの人ひとのごとく神かみの言ことばを曲まげず、眞實しんじつにより神かみによる者もののごとく、神かみの前まへにキリストに在ありて語かたるなり。
    

  


  


  
    第三章


    
      1我等われらふたたび己おのれを薦すすめ始はじめんや、また或ある人ひとのごとく人ひとの推薦すゐせんの書ふみを汝なんぢらに齎もたらし、また汝なんぢ等らより受うくることを要えうせんや。 2汝なんぢらは即すなはち我われらの書ふみにして我われらの心こころに録しるされ、又またすべての人ひとに知しられ、かつ讀よまるるなり。 3汝なんぢらは明あきらかに我われらの職つとめによりて書かかれたるキリストの書ふみなり。而しかも墨すみにあらで活いける神かみの御靈みたまにて録しるされ、石碑せきひにあらで心こころの肉碑にくひに録しるされたるなり。
    


    
      4我われらはキリストにより、神かみに對たいして斯かかる確信かくしんあり。 5されど己おのれは何事なにごとをも自みづから定さだむるに足たらず、定さだむるに足たるは神かみによるなり。 6神かみは我われらを新約しんやくの役者えきしゃとなるに足たらしめ給たまへり、儀文ぎぶんの役者えきしゃにあらず、靈れいの役者えきしゃなり。そは儀文ぎぶんは殺ころし、靈れいは活いかせばなり。 7石いしに彫ゑり書しるされたる死しの法のりの職つとめにも光榮くわうえいありて、イスラエルの子こ等らはそのやがて消きゆべきモーセの顏かほの光榮くわうえいを見みつめ得えざりし程ほどならんには、 8まして靈れいの職つとめは光榮くわうえいなからんや。 9罪つみを定さだむる職つとめもし光榮くわうえいあらんには、まして義ぎとする職つとめは光榮くわうえいに溢あふれざらんや。 10もと光榮くわうえいありし者ものも更さらに勝まされる光榮くわうえいに比くらぶれば、光榮くわうえいなき者ものとなれり。 11もし消きゆべき者ものに光榮くわうえいありしならんには、まして永存ながらふるものに光榮くわうえいなからんや。
    


    
      12我われらは斯かくのごとき希望のぞみを有もつゆゑに、更さらに臆おくせずして言いひ、 13又またモーセの如ごとくせざるなり。彼かれは消きゆべき者ものの消きえゆくをイスラエルの子こらに見みせぬために、面帕かほおほひを顏かほにおほひたり。 14然されど彼かれらの心こころ鈍にぶくなれり。キリストによりて面帕かほおほひの廢すたるべきを悟さとらねば、今日けふに至いたるまで舊約きうやくを讀よむ時ときその面帕かほおほひなほ存のこれり。 15今日けふに至いたるまでモーセの書ふみを讀よむとき、面帕かほおほひは彼かれらの心こころのうへに置おかれたり。 16然されど主しゅに歸きする時とき、その面帕かほおほひは取とり除のぞかるべし。 17主しゅは即すなはち御靈みたまなり、主しゅの御靈みたまのある所ところには自由じいうあり。 18我等われらはみな面帕かほおほひなくして、鏡かがみに映うつるごとく主しゅの榮光えいくわうを見み、榮光えいくわうより榮光えいくわうにすすみ、主しゅたる御靈みたまによりて主しゅと同おなじ像かたちに化くわするなり。
    

  


  


  
    第四章


    
      1この故ゆゑに我われら憐憫あはれみを蒙かうむりて此この職つとめを受うけたれば、落膽きおちせず、 2恥はづべき隱かくれたる事ことをすて、惡巧わるだくみに歩あゆまず、神かみの言ことばをみださず、眞理まことを顯あらはして神かみの前まへに己おのれを凡すべての人ひとの良心りゃうしんに薦すすむるなり。 3もし我われらの福音ふくいんおほはれ居をらば、亡ほろぶる者ものに覆おほはれをるなり。 4この世よの神かみは此これ等らの不ふ信者しんじゃの心こころを暗くらまして、神かみの像かたちなるキリストの榮光えいくわうの福音ふくいんの光ひかりを照てらさざらしめたり。 5我われらは己おのれの事ことを宣のべず、ただキリスト・イエスの主しゅたる事ことと、我われらがイエスのために汝なんぢらの僕しもべたる事こととを宣のぶ。 6光ひかり、暗やみより照てり出いでよと宣のたまひし神かみは、イエス・キリストの顏かほにある神かみの榮光えいくわうを知しる知識ちしきを輝かがやかしめんために、我われらの心こころを照てらし給たまへるなり。
    


    
      7我等われらこの寶たからを土つちの器うつはに有もてり、これ優すぐれて大おほいなる能力ちからの我等われらより出いでずして、神かみより出いづることの顯あらはれんためなり。 8われら四方しはうより患難なやみを受うくれども窮きうせず、爲せん方かたつくれども希望のぞみを失うしなはず、 9責せめらるれども棄すてられず、倒たふさるれども亡ほろびず、 10常つねにイエスの死しを我われらの身みに負おふ。これイエスの生命いのちの我われらの身みにあらはれん爲ためなり。 11それ我われら生いける者ものの常つねにイエスのため死しに付わたさるるは、イエスの生命いのちの我われらの死しぬべき肉體にくたいにあらはれん爲ためなり。 12さらば死しは我等われらのうちに働はたらき、生命いのちは汝なんぢ等らのうちに働はたらくなり。 13録しるして『われ信しんずるによりて語かたれり』とあるごとく、我等われらにも同おなじ信仰しんかうの靈れいあり、信しんずるに因よりて語かたるなり。 14これ主しゅイエスを甦よみがへらせ給たまひし者ものの我等われらをもイエスと共ともに甦よみがへらせ、汝なんぢらと共ともに立たたしめ給たまふことを我われら知しればなり。 15凡すべての事ことは汝なんぢらの益えきなり。これ多おほくの人ひとによりて御惠みめぐみの増まし加くははり、感謝かんしゃいや増まさりて神かみの榮光えいくわうの顯あらはれん爲ためなり。
    


    
      16この故ゆゑに我われらは落膽きおちせず、我われらが外そとなる人ひとは壞やぶるれども、内うちなる人ひとは日々ひびに新あらたなり。 17それ我われらが受うくる暫しばらくの輕かろき患難なやみは、極きはめて大おほいなる永遠とこしへの重おもき光榮くわうえいを得えしむるなり。 18我われらの顧かへりみる所ところは見みゆるものにあらで見みえぬものなればなり。見みゆるものは暫時しばらくにして、見みえぬものは永遠とこしへに至いたるなり。
    

  


  


  
    第五章


    
      1我われらは知しる、我われらの幕屋まくやなる地上ちじゃうの家いへ、壞やぶるれば、神かみの賜たまふ建造物たてもの、すなはち天てんにある、手てにて造つくらぬ、永遠とこしへの家いへあることを。 2我等われらはその幕屋まくやにありて歎なげき、天てんより賜たまふ住所すみかをこの上うへに著きんことを切せつに望のぞむ。 3之これを著きるときは裸はだかにてある事ことなからん。 4我等われらこの幕屋まくやにありて重荷おもにを負おへる如ごとくに歎なげく、之これを脱ぬがんとにあらで、此この上うへに著きんことを欲ほっすればなり。これ死しぬべき者ものの生命いのちに呑のまれん爲ためなり。 5我われらを此この事ことに適かなふものとなし、その證あかしとして御靈みたまを賜たまひし者ものは神かみなり。 6この故ゆゑに我われらは常つねに心こころ強つよし、かつ身みに居をるうちは主しゅより離はなれ居をるを知しる、 7見みゆる所ところによらず、信仰しんかうによりて歩あゆめばなり。 8斯かく心こころ強つよし、願ねがふところは寧むしろ身みを離はなれて主しゅと偕ともに居をらんことなり。 9然されば身みに居をるも身みを離はなるるも、ただ御心みこころに適かなはんことを力つとむ。 10我等われらはみな必かならずキリストの審判さばきの座ざの前まへにあらはれ、善ぜんにもあれ惡あくにもあれ、各人おのおのその身みになしたる事ことに隨したがひて報むくいを受うくべければなり。
    


    
      11斯かく主しゅの畏おそるべきを知しるによりて人々ひとびとに説とき勸すすむ。われら既すでに神かみに知しられたり、亦またなんぢらの良心りゃうしんにも知しられたりと思おもふ。 12我等われらは再ふたたび己おのれを汝なんぢらに薦すすむるにあらず、ただ我等われらをもて誇ほこりとする機をりを汝なんぢらに與あたへ、心こころによらず外貌うはべによりて誇ほこる人々ひとびとに答こたふることを得えさせんとするなり。 13我等われらもし心こころ狂くるへるならば、神かみの爲ためなり、心こころ慥たしかならば、汝なんぢらの爲ためなり。 14キリストの愛あいわれらに迫せまれり。我われら思おもふに、一人ひとりすべての人ひとに代かわりて死しにたれば、凡すべての人ひとすでに死しにたるなり。 15その凡すべての人ひとに代かわりて死しに給たまひしは、生いける人ひとの最早もはやおのれの爲ために生いきず、己おのれに代かわり死しにて甦よみがへり給たまひし者もののために、生いきん爲ためなり。 16されば今いまより後のちわれ肉にくによりて人ひとを知しるまじ、曾かつて肉にくによりてキリストを知しりしが、今いまより後のちは斯かくの如ごとくに知しることをせじ。 17人ひともしキリストに在あらば新あらたに造つくられたる者ものなり、古ふるきは既すでに過すぎ去さり、視みよ、新あたらしくなりたり。 18これらの事ことはみな神かみより出いづ、神かみはキリストによりて我われらを己おのれと和やはらがしめ、かつ和やはらがしむる職つとめを我われらに授さづけ給たまへり。 19即すなはち神かみはキリストに在ありて世よを己おのれと和やはらがしめ、その罪つみを之これに負おはせず、かつ和やはらがしむる言ことばを我われらに委ゆだね給たまへり。
    


    
      20されば我等われらはキリストの使者つかひたり、恰あたかも神かみの我等われらによりて汝なんぢらを勸すすめ給たまふがごとし。我等われらキリストに代かわりて願ねがふ、なんぢら神かみを和やはらげ。 21神かみは罪つみを知しり給たまはざりし者ものを我われらの代かわりに罪つみとなし給たまへり、これ我われらが彼かれに在ありて神かみの義ぎとなるを得えんためなり。
    

  


  


  
    第六章


    
      1我われらは神かみとともに働はたらく者ものなれば、神かみの恩惠めぐみを汝なんぢらが徒いたづらに受うけざらんことを更さらに勸すすむ。 2（神かみいひ給たまふ

      
        『われ惠めぐみの時ときに汝なんぢに聽きき、

        救すくひの日ひに汝なんぢを助たすけたり』
      
と。視みよ、今いまは惠めぐみのとき、視みよ、今いまは救すくひの日ひなり） 3我等われらこの職つとめの謗そしられぬ爲ために何事なにごとにも人ひとを躓つまづかせず。 4反かへつて凡すべての事ことにおいて神かみの役者えきしゃのごとく己おのれをあらはす、即すなはち患難なやみにも、窮乏ともしきにも、苦難くるしみにも、 5打うたるるにも、獄ひとやに入いるにも、騷擾さわぎにも、勞動はたらきにも、眠ねむらぬにも、斷食だんじきにも、大おほいなる忍耐にんたいを用もちひ、 6また廉潔いさぎよきと知識ちしきと寛容くわんようと仁慈なさけと聖せい靈れいと虚僞いつはりなき愛あいと、 7眞まことの言ことばと神かみの能力ちからと左右さいうに持もちたる義ぎの武器ぶきとにより、 8また光榮くわうえいと恥辱はづかしめと惡名あしききこえと美名よききこえとによりて表あらはす。我われらは人ひとを惑まどはす者ものの如ごとくなれども眞まこと、 9人ひとに知しられぬ者ものの如ごとくなれども人ひとに知しられ、死しなんとする者ものの如ごとくなれども、視みよ、生いける者もの、懲こらさるる者ものの如ごとくなれども殺ころされず、 10憂うれふる者ものの如ごとくなれども常つねに喜よろこび、貧まづしき者ものの如ごとくなれども多おほくの人ひとを富とませ、何なにも有もたぬ者ものの如ごとくなれども凡すべての物ものを有もてり。
    


    
      11コリント人びとよ、我われらの口くちは汝なんぢらに向むかひて開ひらけ、我われらの心こころは廣ひろくなれり。 12汝なんぢらの狹せまくせらるるは我われらに因よるにあらず、反かへつて己おのが心こころに因よるなり。 13汝なんぢらも心こころを廣ひろくして我われに報むくいをせよ。（我われわが子こに對たいする如ごとく言いふなり）
    


    
      14不ふ信者しんじゃと軛くびきを同おなじうすな、釣合つりあはぬなり、義ぎと不義ふぎと何なにの干與あづかりかあらん、光ひかりと暗やみと何なにの交際まじはりかあらん。 15キリストとベリアルと何なにの調和てうわかあらん、信者しんじゃと不ふ信者しんじゃと何なにの關係かかはりかあらん。 16神かみの宮みやと偶像ぐうざうと何なにの一致いっちかあらん、我われらは活いける神かみの宮みやなり、即すなはち神かみの言いひ給たまひしが如ごとし。曰いはく

      
        『われ彼かれらの中うちに住すみ、また歩あゆまん。

        我われかれらの神かみとなり、

        彼かれ等らわが民たみとならん』
      
と。 17この故ゆゑに

      
        『主しゅいひ給たまふ、

        「汝なんぢ等らかれらの中うちより出いで、之これを離はなれ、

        穢けがれたる者ものに觸ふるなかれ」と。

        「さらば我われなんぢらを受うけ、

        18われ汝なんぢらの父ちちとなり、

        汝なんぢ等らわが息子むすこむすめとならん」と、全能ぜんのうの主しゅいひ給たまふ』
      
とあるなり。
    

  


  


  
    第七章


    
      1されば愛あいする者ものよ、我われらかかる約束やくそくを得えたれば、肉にくと靈れいとの汚穢けがれより全まったく己おのれを潔きよめ、神かみを畏おそれてその清潔きよきを成就じゃうじゅすべし。
    


    
      2我われらを受うけ容いれよ、われら誰たれにも不義ふぎをなしし事ことなく、誰たれをも害そこなひし事ことなく、誰たれをも掠かすめし事ことなし。 3わが斯かく言いふは、汝なんぢらを咎とがめんとにあらず、そは我わが既すでに言いへる如ごとく、汝なんぢらは我われらの心こころにありて、共ともに死しに共ともに生いくればなり。 4我われなんぢらを信しんずること大おほいなり、また汝なんぢ等らをもて誇ほこりとすること大おほいなり、我われは慰安なぐさめにみち、凡すべての患難なやみの中うちにも喜悦よろこびあふるるなり。
    


    
      5マケドニヤに到いたりしとき、我われらの身みはなほ聊いささかも平安やすきを得えずして、樣々さまざまの患難なやみに遭あひ、外そとには分爭あらそひ、内うちには恐懼おそれありき。 6然されど哀あはれなる者ものを慰なぐさむる神かみは、テトスの來きたるによりて我われらを慰なぐさめ給たまへり。 7唯ただその來きたるに因よりてのみならず、彼かれが汝なんぢらによりて得えたる慰安なぐさめをもて慰なぐさめ給たまへり。即すなはち汝なんぢらの我われを慕したふこと、歎なげくこと、我われに對たいして熱心ねっしんなることを我われらに告つぐるによりて、我われますます喜よろこべり。 8われ書ふみをもて汝なんぢらを憂うれひしめたれども悔くいず、その書ふみの汝なんぢらを暫しばらく憂うれひしめしを見みて、前さきには悔くいたれども今いまは喜よろこぶ。 9わが喜よろこぶは汝なんぢらの憂うれひしが故ゆゑにあらず、憂うれひて悔改くいあらために至いたりし故ゆゑなり。汝なんぢらは神かみに從したがひて憂うれひたれば、我等われらより聊いささかも損そんを受うけざりき。 10それ神かみにしたがふ憂うれひは、悔くいなきの救すくひを得うるの悔改くいあらためを生しゃうじ、世よの憂うれひは死しを生しゃうず。 11視みよ、汝なんぢらが神かみに從したがひて憂うれひしことは、如何いかばかりの奮勵はげみ・辯明べんめい・憤激いきどほり・恐懼おそれ・愛慕したひ・熱心ねっしん・罪つみを責せむる心こころなどを汝なんぢらの中うちに生しゃうじたりしかを。汝なんぢ等らかの事ことに就つきては全まったく潔きよきことを表あらはせり。 12されば前さきに書ふみを汝なんぢらに書かき贈おくりしも、不義ふぎをなしたる人ひとの爲ためにあらず、また不義ふぎを受うけたり人ひとの爲ためにあらず、我われらに對たいする汝なんぢらの奮勵はげみの、神かみの前まへにて汝なんぢらに顯あらはれん爲ためなり。 13この故ゆゑに我われらは慰安なぐさめを得えたり。慰安なぐさめを得えたる上うへにテトスの喜悦よろこびによりて更さらに喜よろこべり。そは彼かれの心こころなんぢら一同いちどうによりて安やすんぜられたればなり。 14われ曩さきに彼かれの前まへに汝なんぢらに就つきて誇ほこりたれど恥はづることなし、我われらが汝なんぢらに語かたりし事ことのみな誠實まことなりし如ごとく、テトスの前まへに誇ほこりし事こともまた誠實まこととなれり。 15彼かれは汝なんぢ等らみな從順じゅうじゅんにして畏おそれ戰おののき、己おのれを迎むかへしことを思おもひ出いだして、心こころを汝なんぢらに寄よすること増々ますます深ふかし。 16われ凡すべての事ことに汝なんぢらに就つきて心こころ強つよきを喜よろこぶ。
    

  


  


  
    第八章


    
      1兄弟きゃうだいよ、我われらマケドニヤの諸しょ教會けうくわいに賜たまひたる神かみの恩惠めぐみを汝なんぢらに知しらす。 2即すなはち患難なやみの大おほいなる試練こころみのうちに彼かれらの喜悦よろこびあふれ、又またその甚はなはだしき貧窮まづしさは吝をしみなく施ほどこす富とみの溢あふるるに至いたれり。 3 8:4われ證あかしす、彼かれらは聖徒せいとに事つかふることに與あづかる惠めぐみを切せつに我われらに請こひ求もとめ、みづから進すすみて、力ちからに應おうじ、否いなこれに過すぎて施濟ほどこしをなせり。 5我われらの望のぞみのほかに先まづ己おのれを主しゅにささげ、神かみの御意みこころによりて我われらにも身みを委ゆだねたり。 6されば我われらはテトスが前さきに此この慈惠めぐみのことを汝なんぢらの中うちに始はじめたれば、又またこれを成就じゃうじゅせんことを勸すすめたり。 7汝なんぢ等らもろもろの事こと、すなはち信仰しんかうに、言ことばに、知識ちしきに、凡すべての奮勵はげみに、また我われらに對たいする愛あいに富とめるごとく、此この慈惠めぐみにも富とむべし。 8われ斯かく言いふは汝なんぢらに命めいずるにあらず、ただ他ほかの人ひとの奮勵はげみによりて、汝なんぢらの愛あいの眞實しんじつを試こころみん爲ためなり。 9汝なんぢらは我われらの主しゅイエス・キリストの恩惠めぐみを知しる。即すなはち富とめる者ものにて在いましたれど、汝なんぢ等らのために貧まづしき者ものとなり給たまへり。これ汝なんぢらが彼かれの貧窮まづしさによりて富とめる者ものとならん爲ためなり。 10施濟ほどこしのことに就つきて我われただ意見いけんを述のぶ、これは汝なんぢらの益えきなり。汝なんぢらは此この事ことをただに一年ひととせ前まへより人ひとに先さきだちて行おこなひしのみならず、又またこれを願ねがひい始はじめし事ことなれば、 11今いまこれを成なし遂とげよ、汝なんぢらが心こころより願ねがひしごとく、所有もちものに應おうじて成なし遂とげよ。 12人ひともし志望こころざしあらば、其その有もたぬ所ところに由よるにあらず、其その有もつ所ところに由よりて嘉納かなふせらるるなり。 13これ他ほかの人ひとを安やすくして汝なんぢらを苦くるしめんとにあらず、均ひとしくせんとするなり。 14すなはち今いまなんぢらの餘あまるところは彼かれらの足たらざるを補おぎなひ、後のちまた彼かれらの餘あまる所ところは汝なんぢらの足たらざるを補おぎなひて、均ひとしくなるに至いたらんためなり。 15録しるして『多おほく集あつめし者ものにも餘あまる所ところなく、少すくなく集あつめし者ものにも足たらざる所ところなかりき』とあるが如ごとし。
    


    
      16汝なんぢらに對たいする同おなじ熱心ねっしんをテトスの心こころにも賜たまへる神かみに感謝かんしゃす。 17彼かれはただに勸すすめを容いれしのみならず、甚はなはだ熱心ねっしんにして、自みづから進すすんで汝なんぢらに往ゆくなり。 18我等われらまた彼かれとともに一人ひとりの兄弟きゃうだいを遣つかはす。この人ひとは福音ふくいんをもて諸しょ教會けうくわいのうちに譽ほまれを得えたる上うへに、 19主しゅの榮光えいくわうと我われらの志望こころざしとを顯あらはさんがために、掌つかさどれる此この慈惠めぐみに就つきて、諸しょ教會けうくわいより我われらの道伴みちづれとして選えらばれたる者ものなり。 20彼かれを遣つかはすは、此この大おほいなる醵金きょきんを掌つかさどるに、人ひとに咎とがめらるる事ことを避さけんためなり。 21そは主しゅの前まへのみならず、人ひとの前まへにも善よからんことを慮おもんぱかりてなり。 22また一人ひとりの兄弟きゃうだいを彼かれらと共ともにつかはす、我われらは多おほくの事ことにつきて屡次しばしばかれの熱心ねっしんなるを認みとめたり。而しかして今いまは彼かれが汝なんぢらを深ふかく信しんずるに因よりて、その熱心ねっしんの更さらに加くははるを認みとむ。 23テトスのことを言いへば、我わが友ともなり、汝なんぢらに對たいして我わが同勞者どうらうしゃなり。この兄弟きゃうだいたちの事ことをいへば、彼かれらは諸しょ教會けうくわいの使つかひなり、キリストの榮光えいくわうなり。 24されば汝なんぢらの愛あいと我われらが汝なんぢらに就つきて誇ほこりれる事こととの證あかしを、諸しょ教會けうくわいの前まへにて彼かれらに顯あらはせ。
    

  


  


  
    第九章


    
      1聖徒せいとに施ほどこすことに就つきては汝なんぢらに書かきおくるに及およばず、 2我われなんぢらの志望こころざしあるを知しればなり。その志望こころざしにつき汝なんぢらの事ことをマケドニヤ人びとに誇ほこりて、アカヤは既すでに一年ひととせ前まへに準備じゅんびをなせりと云いへり。かくて汝なんぢらの熱心ねっしんは多おほくの人ひとを勵はげましたり。 3されどわれ兄弟きゃうだいたちを遣つかはすは、我わが言いひしごとく汝なんぢらに準備じゅんびをなさしめ、之これにつきて我われらの誇ほこりし事ことの空むなしくならざらん爲ためなり。 4もしマケドニヤ人びとわれと共ともに來きたりて汝なんぢらの準備じゅんびなきを見みば、汝なんぢらは言いふに及およばず、我われらも確信かくしんせしによりて恐おそらくは恥はぢを受うけん。 5この故ゆゑに兄弟きゃうだいたちを勸すすめて、先まづ汝なんぢらに往ゆかしめ、曩さきに汝なんぢらが約束やくそくしたる慈惠めぐみを、吝をしむが如ごとくせずして、惠めぐむ心こころよりせん爲ために預あらかじめ調ととのへしむるは、必要ひつえうのことと思おもへり。
    


    
      6それ少すくなく播まく者ものは少すくなく刈かり、多おほく播まく者ものは多おほく刈かるべし。 7おのおの吝をしむことなく、強しひてすることなく、その心こころに定さだめし如ごとくせよ。神かみは喜よろこびて與あたふる人ひとを愛あいし給たまへばなり。 8神かみは汝なんぢ等らをして常つねに凡すべての物ものに足たらざることなく、凡すべての善よき業わざに溢あふれしめんために、凡すべての恩惠めぐみを溢あふるるばかり與あたふることを得給えたまふなり。 9録しるして

      
        『彼かれは散ちらして貧まづしき者ものに與あたへたり。

        その正義ただしきは永遠とこしへに存のこらん』
      
とある如ごとし。 10播まく人ひとに種たねと食しょくするパンとを與あたふる者ものは、汝なんぢらにも種たねをあたへ、且かつこれを殖ふやし、また汝なんぢらの義ぎの果みを増まし給たまふべし。 11汝なんぢらは一切すべてに富とみて吝をしみなく施ほどこすことを得え、かくて我われらの事ことにより、人々ひとびと神かみに感謝かんしゃするに至いたるなり。 12此この施濟ほどこしの務つとめは、ただに聖徒せいとの窮乏ともしきを補おぎなふのみならず、充みち溢あふれて神かみに對たいする感謝かんしゃを多おほからしむ。 13即すなはち彼かれらは此この務つとめを證據しょうことして、汝なんぢらがキリストの福音ふくいんに對たいする言明いひあらはしに順したがふことと、彼かれらにも凡すべての人ひとにも吝をしみなく施ほどこすこととに就つきて、神かみに榮光えいくわうを歸きし、 14かつ神かみの汝なんぢらに給たまひし優すぐれたる恩惠めぐみにより、汝なんぢらを慕したひて汝なんぢ等らのために祈いのらん。 15言いひ盡つくしがたき神かみの賜物たまものにつきて感謝かんしゃす。
    

  


  


  
    第十章


    
      1汝なんぢらに對たいし面前めんぜんにては謙へりくだり、離はなれゐては勇いさましき我われパウロ、自みづからキリストの柔和にうわと寛容くわんようとをもて汝なんぢらに勸すすむ。 2我われらを肉にくに從したがひて歩あゆむごとく思おもふ者ものあれば、斯かかる者ものに對たいしては雄々ををしくせんと思おもへど、願ねがふ所ところは我わが汝なんぢらに逢あふとき斯かく勇いさましくせざらん事ことなり。 3我われらは肉にくにありて歩あゆめども、肉にくに從したがひて戰たたかはず。 4それ我われらの戰爭たたかひの武器ぶきは肉にくに屬ぞくするにあらず、神かみの前まへには城砦とりでを破やぶるほどの能力ちからあり、我等われらはもろもろの論説ろんせつを破やぶり、 5神かみの示教しめしに逆さからひて建たてたる凡すべての櫓やぐらを毀こぼち、凡すべての念おもひを虜とりこにしてキリストに服したがはしむ。 6且かつなんぢらの從順じゅうじゅんの全まったくならん時とき、すべての不ふ從順じゅうじゅんを罰ばっせんと覺悟かくごせり。 7汝なんぢらは外貌うはべのみを見みる、若もし人ひとみづからキリストに屬ぞくする者ものと信しんぜば、己おのがキリストに屬ぞくする如ごとく、我われらも亦またキリストに屬ぞくする者ものなることを更さらに考かんがふべし。 8假令たとひわれ汝なんぢらを破やぶる爲ためならずして建たつる爲ために、主しゅが我われらに賜たまひたる權威けんゐにつきて誇ほこること稍やや過すぐとも恥はぢとはならじ。 9われ書ふみをもて汝なんぢらを嚇おどすと思おもはざれ。 10彼かれらは言いふ『その書ふみは重おもくかつ強つよし、その逢あふときの容貌かたちは弱よわく、言ことばは鄙いやし』と。 11斯かくのごとき人ひとは思おもふべし。我われらが離はなれをる時ときおくる書ふみの言ことばのごとく、逢あふときの行爲おこなひも亦また然しかるを。 12我われらは己おのれを譽ほむる人ひとと敢あへて竝ならび、また較くらぶる事ことをせず、彼かれらは己おのれによりて己おのれを度はかり、己おのれをもて己おのれに較くらぶれば智ちなき者ものなり。 13我われらは範圍はんゐを踰こえて誇ほこらず、神かみの我われらに分わかち賜たまひたる範圍はんゐにしたがひて誇ほこらん。その範圍はんゐは汝なんぢらに及およべり。 14汝なんぢらに及およばぬ者もののごとく範圍はんゐを踰こえて身みを延のばすに非あらず、キリストの福音ふくいんを傳つたへて汝なんぢらにまで到いたれるなり。 15我われらは己おのが範圍はんゐを踰こえて他ほかの人ひとの勞らうを誇ほこらず、唯ただなんぢらの信仰しんかうの彌増いやますにより、我われらの範圍はんゐに循したがひて汝なんぢらのうちに更さらに大おほいならんことを望のぞむ。 16これ他ほかの人ひとの範圍はんゐに既すでに備そなはりたるものを誇ほこらず、汝なんぢらを踰こえて外ほかの處ところに福音ふくいんを宣傳のべつたへん爲ためなり。 17誇ほこる者ものは主しゅによりて誇ほこるべし。 18そは是これとせらるるは己おのれを譽ほむる者ものにあらず、主しゅの譽ほめ給たまふ者ものなればなり。
    

  


  


  
    第十一章


    
      1願ねがはくは汝なんぢ等らわが少すこしの愚おろかを忍しのばんことを。請こふ我われを忍しのべ。 2われ神かみの熱心ねっしんをもて汝なんぢらを慕したふ、われ汝なんぢらを潔きよき處女をとめとして一人ひとりの夫をっとなるキリストに献ささげんとて、之これに許嫁いひなづけしたればなり。 3されど我わが恐おそるるは、蛇へびの惡巧わるだくみによりてエバの惑まどはされし如ごとく、汝なんぢらの心こころ害そこなはれてキリストに對たいする眞心まごころと貞操みさをとを失うしなはん事ことなり。 4もし人ひときたりて我われらの未いまだ宣のべざる他ほかのイエスを宣のぶる時とき、また汝なんぢらが未いまだ受うけざる他ほかの靈れいを受うけ、未いまだ受うけ容いれざる他ほかの福音ふくいんを受うくるときは、汝なんぢら能よく之これを忍しのばん。 5我われは何事なにごとにもかの大使徒だいしとたちに劣おとらずと思おもふ。 6われ言ことばに拙つたなけれども知識ちしきには然しからず、凡すべての事ことにて全まったく之これを汝なんぢらに顯あらはせり。 7われ汝なんぢらを高たかうせんために自己みづからを卑ひくうし、價あたひなくして神かみの福音ふくいんを傳つたへたるは罪つみなりや。 8我われは他ほかの教會けうくわいより奪うばひ取とり、その俸給ほうきふをもて汝なんぢらに事つかへたり。 9又またなんぢらの中うちに在ありて乏とぼしかりしとき、誰たれをも煩わづらはさず、マケドニヤより來きたりし兄弟きゃうだいたち我わが窮乏ともしきを補おぎなへり。斯かく凡すべての事ことに汝なんぢらを煩わづらはすまじと愼つつしみたるが、此この後のちもなほ愼つつしまん。 10我われに在あるキリストの誠實まことによりて言いふ、我われこの誇ほこりをアカヤの地方ちはうにて阻はばまるる事ことあらじ。 11これ何なに故ゆゑぞ、汝なんぢらを愛あいせぬに因よるか、神かみは知しりたまふ。 12我われわが行おこなふ所ところをなほ行おこなはん、これ機會をりをうかがふ者ものの機會をりを斷たち、彼かれ等らをしてその誇ほこる所ところにつき我われらの如ごとくならしめん爲ためなり。 13かくの如ごときは僞にせ使徒しとまた詭計たばかりの勞動人はたらきびとにして、己おのれをキリストの使徒しとに扮よそほへる者ものどもなり。 14これ珍めづらしき事ことにあらず、サタンも己おのれを光ひかりの御使みつかひに扮よそほへば、 15その役者えきしゃらが義ぎの役者えきしゃのごとく扮よそほふは大事だいじにはあらず、彼かれ等らの終局をはりはその業わざに適かなふべし。
    


    
      16われ復またいはん、誰たれも我われを愚おろかと思おもふな。もし然しかおもふとも、少こしく誇ほこる機をりを我われにも得えさせん爲ために、愚おろかなる者ものとして受うけ容いれよ。 17今いまいふ所ところは主しゅによりて言いふにあらず、愚おろかなる者ものとして大膽だいたんに誇ほこりて言いふなり。 18多おほくの人ひと、肉にくによりて誇ほこれば、我われも誇ほこるべし。 19汝なんぢらは智かしこき者ものなれば喜よろこびて愚おろかなる者ものを忍しのぶなり。 20人ひともし汝なんぢらを奴隷どれいとすとも、食くひ盡つくすとも、掠かすめとるとも、驕おごるとも、顏かほを打うつとも、汝なんぢらは之これを忍しのぶ。 21われ恥はぢて言いふ、我われらは弱よわき者ものの如ごとくなりき。されど人ひとの雄々ををしき所ところは我われもまた雄々ををし、われ愚おろかにも斯かく言いふなり。 22彼かれらヘブル人びとなるか、我われも然しかり、彼かれらイスラエル人ひとなるか、我われも然しかり、彼かれらアブラハムの裔すゑなるか、我われも然しかり。 23彼かれらキリストの役者えきしゃなるか、われ狂くるへる如ごとく言いふ、我われはなほ勝まされり。わが勞らうは更さらにおほく、獄ひとやに入いれられしこと更さらに多おほく、鞭むちうたれしこと更さらに夥おびただしく、死しに瀕のぞみたりしこと屡次しばしばなりき。 24ユダヤ人びとより四十しじふに一ひとつ足たらぬ鞭むちを受うけしこと五度いつたび、 25笞しもとにて打うたれしこと三みたび、石いしにて打うたれしこと一ひとたび、破船はせんに遭あひしこと三度みたびにして、一晝夜いちちうや海うみにありき。 26しばしば旅行りょかうして河かはの難なん、盜賊たうぞくの難なん、同族どうぞくの難なん、異邦人いはうじんの難なん、市中しちゅうの難なん、荒野あらのの難なん、海上かいじゃうの難なん、僞にせ兄弟きゃうだいの難なんにあひ、 27勞らうし、苦くるしみ、しばしば眠ねむらず、飢うゑ渇かわき、しばしば斷食だんじきし、凍こごえ、裸はだかなりき。 28ここに擧あげざる事こともあるに、なほ日々ひびわれに迫せまる諸しょ教會けうくわいの心勞こころづかひあり。 29誰たれか弱よわりて我われ弱よわらざらんや、誰たれか躓つまづきて我われ燃もえざらんや。 30もし誇ほこるべくは、我わが弱よわき所ところにつきて誇ほこらん。 31永遠とこしへに讃ほむべき者もの、すなはち主しゅイエスの神かみまた父ちちは、我わが僞いつはらざるを知しり給たまふ。 32ダマスコにてアレタ王わうの下もとにある總督そうとく、われを捕とらへんとてダマスコ人ひとの町まちを守まもりたれば、 33我われは籠かごにて窓まどより石垣傳いしがきづたひに縋つり下おろされて其その手てを脱のがれたり。
    

  


  


  
    第十二章


    
      1わが誇ほこるは益えきなしと雖いへども止やむを得えざるなり、茲ここに主しゅの顯示しめしと默示もくしとに及およばん。 2我われはキリストにある一人ひとりの人ひとを知しる。この人ひと、十四年じふよねん前まへに第三だいさんの天てんにまで取去とりさられたり（肉體にくたいにてか、われ知しらず、肉體にくたいを離はなれてか、われ知しらず、神かみしり給たまふ） 3われ斯かくのごとき人ひとを知しる（肉體にくたいにてか、肉體にくたいの外ほかにてか、われ知しらず、神かみしり給たまふ） 4かれパラダイスに取去とりさられて、言いひ得えざる言ことば、人ひとの語かたるまじき言ことばを聞きけり。 5われ斯かくのごとき人ひとのために誇ほこらん、されど我わが爲ためには弱よわき事ことのほか誇ほこるまじ。 6もし自みづから誇ほこるとも我わが言いふところ誠實まことなれば、愚おろかなる者ものとならじ。されど之これを罷やめん。恐おそらくは人ひとの我われを見みわれに聞きくところに過すぎて、我われを思おもふことあらん。 7我われは我わが蒙かうむりたる默示もくしの鴻大こうだいなるによりて高たかぶることのなからん爲ために、肉體にくたいに一ひとつの刺とげを與あたへらる、即すなはち高たかぶることなからん爲ために我われを撃うつサタンの使つかひなり。 8われ之これがために三度みたびまで之これを去さらしめ給たまはんことを主しゅに求もとめたるに、 9言いひたまふ『わが恩惠めぐみなんぢに足たれり、わが能力ちからは弱よわきうちに全まったうせらるればなり』さればキリストの能力ちからの我われを庇おほはんために、寧むしろ大おほいに喜よろこびて我わが微弱よわきを誇ほこらん。 10この故ゆゑに我われはキリストの爲ために微弱よわき・恥辱はづかしめ・艱難なやみ・迫害はくがい・苦難くるしみに遭あふことを喜よろこぶ、そは我われよわき時ときに強つよければなり。
    


    
      11われ汝なんぢらに強しひられて愚おろかになれり、我われは汝なんぢらに譽ほめらるべかりしなり。我われは數かぞふるに足たらぬ者ものなれども、何事なにごとにもかの大使徒だいしとたちに劣おとらざりしなり。 12我われは徴しるしと不思議ふしぎと能力ちからある業わざとを行おこなひ、大おほいなる忍耐にんたいを用もちひて汝なんぢ等らのうちに使徒しとの徴しるしをなせり。 13なんぢら他ほかの教會けうくわいに何なにの劣おとる所ところかある、唯ただわが汝なんぢらを煩わづらはさざりし事ことのみならずや、此この不義ふぎは請こふ我われに恕ゆるせ。
    


    
      14視みよ、茲ここに三度みたびなんぢらに到いたらんとして準備じゅんびしたれど、尚なほなんぢらを煩わづらはすまじ。我われは汝なんぢらの所有ものを求もとめず、ただ汝なんぢらを求もとむ。それ子こは親おやのために貯たくはふべきにあらず、親おやは子このために貯たくはふべきなり。 15我われは大おほいに喜よろこびて汝なんぢらの靈魂たましひのために物ものを費つひやし、また身みをも費つひやさん。我われなんぢらを多おほく愛あいするによりて、汝なんぢら我われを少すくなく愛あいするか。 16或ある人ひといはん、我われなんぢらを煩わづらはさざりしも、狡猾かうくわつにして詭計たばかりをもて取とりしなりと。 17然されど我われなんぢらに遣つかはしし者もののうちの誰たれによりて汝なんぢらを掠かすめしや。 18我われテトスを勸すすめて汝なんぢらに遣つかはし、これと共ともにかの兄弟きゃうだいを遣つかはせり、テトスは汝なんぢらを掠かすめしや。我われらは同おなじ御靈みたまによりて歩あゆみ、同おなじ足跡あしあとを蹈ふみしにあらずや。
    


    
      19汝なんぢらは夙はやくより我等われらなんぢらに對たいして辯明べんめいすと思おもひしならん。されど我われらはキリストに在ありて神かみの前まへにて語かたる。愛あいする者ものよ、これ皆みななんぢらの徳とくを建たてん爲ためなり。 20わが到いたりて汝なんぢらを見みん時とき、わが望のぞみの如ごとくならず、汝なんぢらが我われを見みんとき、亦またなんぢらの望のぞみの如ごとくならざらんことを恐おそれ、かつ分爭あらそひ・嫉妬ねたみ・憤恚いきどほり・徒黨とたう・誹謗そしり・讒言ざんげん・驕傲たかぶり・騷亂さわぎなどの有あらんことを恐おそる。 21また重かさねて到いたらん時とき、わが神かみわれを汝なんぢ等らのまへにて辱はづかしめ、且かつおほくの人ひとの、前さきに罪つみを犯をかして行おこなひし不潔ふけつと姦淫かんいんと好色かうしょくとを悔改くいあらためざるを悲かなしましめ給たまふことあらん乎かと恐おそる。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1今いまわれ三度みたびなんぢらに到いたらんとす、二に三さんの證人しょうにんの口くちによりて凡すべてのこと慥たしかめらるべし。 2われ既すでに告つげたれど、今いま離はなれをりて、二度ふたたびなんぢらに逢あひし時ときのごとく、前さきに罪つみを犯をかしたる者ものとその他ほかの凡すべての人々ひとびととに預あらかじめ告つぐ、われ復またいたらば決けっして宥ゆるさじ。 3汝なんぢらはキリストの我われにありて語かたりたまふ證據しょうこを求もとむればなり。キリストは汝なんぢらに對むかひて弱よわからず、汝なんぢ等らのうちに強つよし。 4微弱よわきによりて十字架じふじかに釘つけられ給たまひたれど、神かみの能力ちからによりて生いき給たまへばなり。我われらもキリストに在ありて弱よわき者ものなれど、汝なんぢらに向むかふ神かみの能力ちからによりて彼かれと共ともに生いきん。 5なんぢら信仰しんかうに居をるや否いなや、みづから試こころみ自みづから驗ためしみよ。汝なんぢらみづから知しらざらんや、若もし棄すてらるる者ものならずば、イエス・キリストの汝なんぢらの中うちに在います事ことを、 6我われは我われらの棄すてらるる者ものならぬを汝なんぢらの知しらんことを望のぞむ。 7我われらは汝なんぢらの少すこしにても惡あくを行おこなはざらんことを神かみに祈いのる。これ我われらの是ぜとせらるるを顯あらはさん爲ためにあらず、よし我われらは棄すてらるる者ものの如ごとくなるとも、汝なんぢらの善ぜんを行おこなはん爲ためなり。 8我われらは眞理まことに逆さからひて能力ちからなく、眞理まことのためには能力ちからあり。 9われら弱よわくして汝なんぢらの強つよきことを喜よろこぶ、また之これに就つきて祈いのるは、汝なんぢらの全まったくならん事ことなり。 10われ離はなれ居をりて此これ等らのことを書かき贈おくるは、汝なんぢらに逢あふとき、主しゅの破やぶる爲ためならずして建たつる爲ために我われに賜たまひたる權威けんゐに隨したがひて嚴きびしくせざらん爲ためなり。
    


    
      11終をはりに言いはん、兄弟きゃうだいよ、汝なんぢら喜よろこべ、全まったくなれ、慰安なぐさめを受うけよ、心こころを一ひとつにせよ、睦むつみ親したしめ、然さらば愛あいと平和へいわとの神かみなんぢらと偕ともに在いまさん。 12潔きよき接吻くちつけをもて相あひ互たがひに安否あんぴを問とへ、
    


    
      13凡すべての聖徒せいとなんぢらに安否あんぴを問とふ。 14願ねがはくは主しゅイエス・キリストの恩惠めぐみ・神かみの愛あい・聖せい靈れいの交感まじはり、なんぢら凡すべての者ものと偕ともにあらんことを。
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